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概 要

感染制御部では、（1）らい菌・結核菌・非結核性抗酸菌に

より発症する疾病の病理・診断・治療・予防・薬剤感受性に

関する研究業務に加えて、（2）らい菌の分離・同定・薬剤感

受性試験（行政検査、2006 年以降、日本でのほぼ全症例を

行っている）、（3）希少、あるいは菌同定試験不能非結核性

抗酸菌の分離・同定・薬剤感受性試験（依頼検査）、並びに

（4）ハンセン病の社会疫学に関する研究業務を行っている。

らい菌(Mycobacterium leprae)に関する基礎研究において

は、薬剤耐性機構および簡便な検出法に対する研究に進展

が見られた。M. leprae は人工培地培養が現在まで実現して

いない。低温培養可能な細胞株を用いたらい菌の細胞内寄

生機構、らい菌の DNA ジャイレースの温度感受性解析を行

っている。らい菌の薬剤耐性遺伝子検査は、ヒト DNAの混在

が問題となるが、次世代シーケンサーを用いた検査手法の

開発を行っている。

細胞学的研究として、らい菌感染マクロファージにおける

サイトカイン産生の役割、C 型レクチン受容体と抗酸菌の相

互作用などの研究が行われた。

また、途上国において利用可能な簡便な M. leprae 検出

法の開発は喫緊の課題であり、新規らい菌特異抗原を検索

し、途上国において利用可能なラテラルフローテストを用い

た血清診断法の開発を行っている。M. leprae の近縁種 M.

lepromatosis はらい菌 PCR の標的配列を保有していないた

め、その鑑別法を開発し、疫学調査を行っている。同時に、

らい菌遺伝子検出法・鑑別法と精度管理について標準化を

進めている。さらに、血清診断のためのらい菌抗原の培養可

能抗酸菌を用いた合成に成功した。現在、ザンビア、中国、

ベトナム、ミャンマー、インドネシア、スリランカにおいて国際

共同研究が進展している。

非結核性抗酸菌に関する基礎研究では、市販の検査で

分類が不能な M. abscessus complex の亜種同定を可能にす

る PCR 法、同定不能抗酸菌の一部をなす菌種の同定、治療

薬評価小動物モデルの確立、早期診断への応用に関する

開発研究が進展した。

M. ulcerans によって生じる「ブルーリ潰瘍」は無痛性難治

性潰瘍を特徴とする皮膚感染症である。WHO はハンセン病

とブルーリ潰瘍を「Neglected Tropical Diseases」（顧みられな

い熱帯病）に定め、その疫学・診断・治療・予防などに精力

的に活動を行っている。WHO の M. ulcerans 感染症対策に

は感染制御部が連携している。日本においては 2021 年は 2

件の登録があり、累計 77 例のブルーリ潰瘍が集積されてい

る。また、M. ulcerans については感染伝播経路の探索研究

として、ブルーリ潰瘍の多発地域であるガーナとコートジボア

ールとの共同研究を継続した。

ハンセン病に関しての社会疫学研究が進展した。ハンセン

病対策の進展要因の検証に寄与することを目的として、国立

感染症研究所内に「国立感染症研究所ハンセン病資料デジ

タルアーカイブス」（内部データベース）の作成を継続すると

共に、web 公開型学術データベース「近現代ハンセン病資

料アーカイブス」（https://www.archhdjp.jp/）の作成・公開を

行い、国際ハンセン病会議資料、国内外ハンセン病学術誌、

明治期のハンセン病患者の実態に関する資料、療養所の内

部の様相を知る資料の公開を行った。国立療養所松丘保養

園機関紙「甲田の裾」の電子化、データベース化を終了し

Web 上への公開を行った。

BSL3、ABSL3 施設が稼動している第二研究棟において

は、結核菌に関する研究を行っている。結核菌の培養、保存、

in vitro での結核菌の各種解析を行うとともにマウス、サルを

使用した in vivo における感染実験を行い、ハンセン病や結

核に対する組換え BCG ワクチンに関して、組換え株の有効

性・安全性の検証で進展が認められた。組換え BCG 技術を

活用して COVID-19 ワクチンの開発も行っている。また、潜在

性結核における免疫応答研究、結核菌異物排出トランスポ

ーターの一分子動態解析研究などが行われた。

最後に人事であるが、2021 年 12 月 1 日付で、久保田耐

主任研究官がウイルス第三部より配置換えで着任した。
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業 績

調査・研究

I．抗酸菌の病原性因子と病変発症機構に関する研究

１．シュワン細胞を用いた末梢神経障害機構の解明

らい菌のシュワン細胞への感染がヒト末梢神経障害の誘

導に深く関与しているが、その機能解析は進んでいない。ら

い菌の増殖には 30℃前後が至適温度であるため、私たちは

低増殖性低温性シュワン細胞株を確立した。得られたシュワ

ン細胞は S-100、ネクチン、MHC Class I 抗原陽性であり、ら

い菌感染によって、MHC 抗原量の上昇を確認した。

[前田百美、田村敏生、遠藤真澄、久保田耐、阿戸学]

Ⅱ．生体防御機構とワクチン開発に関する研究

１．ハンセン病のワクチン開発に関する研究

らい菌感染細胞から培養液中に放出されるエキソソームに

含まれる miRNA の網羅的解析を行い、幾つかの miRNA は

非感染細胞に比べて、より多く含んでいた。ハンセン病特異

的な miRNA の同定により、RNA を主体とした新しいワクチン

の開発が望まれる。さらに、結核感染において乾酪壊死を伴

う肉芽腫が形成される C3HeB/FeJ マウスを用いて、ハンセン

病モデル動物としての可能性を検討した。マウスの footpad

にらい菌を接種すると、感染数ヶ月後から接種部位にメラニ

ンの沈着を伴う変色が確認された。

[辻村祐佑、前田百美、田村敏生、塚本裕美子、向井徹、

阿戸学]

２．HSP70-MMP-II 融合蛋白質発現組換え BCG の改良

これまでの組換え BCG の研究から、シャペロン分子

HSP70 およびらい菌由来膜蛋白質 MMP-II の融合抗原を発

現させた組換え BCG をワクチンとしてマウスに投与すると結

核菌、らい菌の増殖を抑制することが明らかになっている。

このメカニズムを利用したワクチンを実用化につなげるた

めに上記外来抗原を安定的に発現する組換え BCG を作製

し、マウスの系でコントロール BCG とワクチン効果を比較した

ところ結核菌の増殖を強く抑制することが明らかになった。

[塚本裕美子、前田百美、田村敏生、辻村祐佑、宮本友司、

向井徹]

３．らい菌刺激マクロファージのサイトカイン産生機構

マクロファージがらい菌や抗酸菌の LAM 等の菌体成分を

認識すると TNF 産生が起こる。グラム陰性菌由来 LPS も同

様な TNF 誘導活性を有し、IFN-の追加刺激に対しては若

干の増強作用を示した。一方、らい菌や LAM による TNF 誘

導において、IFN-による増強作用は著明であった。らい菌

等で刺激を受けたマクロファージは IL-10 も同時に産生して

おり、負の制御因子としての IL-10 誘導が IFN-により抑制さ

れたことに起因していると思われた。

［福富康夫、阿戸学]

４. らい反応時におけるハンセン病患者の血中サイトカインの

モニタリング

ハンセン病患者に MDT 多剤併用療法を行うと、免疫反応

が大きく関与するらい反応が起きて神経症状が悪化すること

がある。ベトナム社会主義共和国におけるハンセン病治療中

患者の血中サイトカイン（TNF, IL-1, IL-10, IFN-の 4 種）に

ついて調べたところ、抗 PGL 抗体が陽性でらい反応を起こし

ている患者（９例）にはステロイドが処方されており、どのサイ

トカインも検出されなかったが、治療が終了して反応がおさま

っている患者（１１例中 10 例）では IL-10 が検出された。IL-

10 が治療の指標となる可能性が示唆された。

［福富康夫、阿戸学]

５．BCG を用いた COVID-１９ワクチンの開発

SARS-CoV-2 の receptor binding domain（RBD）を分泌発

現する組換え BCG の構築・解析を行った。安定分泌発現の

ため BCG ゲノム内へ RBD 発現ユニットを６種設計し構築を

試み、さらに薬剤耐性マーカーの除去を行った。結果２種が

浮遊培養にて RBD 蛋白泌発現した。しかし、ワクチン製造に

用いられる表層培養では分泌は検出できなかった。他種の

抗原では表層培養により分泌が認められるため、さらなる発

現ユニットの検討が必要と考えられた。

［向井徹、阿戸学、松本壮吉（新潟大）］

Ⅲ．病原性抗酸菌症の診断および治療に関する研究

１．ハンセン病の血清診断法の開発

らい菌由来膜タンパク MMP-II を使用したハンセン病の血

清診断法を用いて、ハンセン病のホットスポットが存在する、

インドネシアのパプア州で患者血液を ELISA 法で調べると、

OD 価が高いことが見出された。しかし統計学的に解析をす

るため現地の健常人血清が必要であるが収集出来ていない

のが現状である。さらに、らい菌特異的な新抗原との組み合

わせで、検出感度と特異度を上げる方法を検討中である。

［前田百美、向井徹、宮本友司、遠藤真澄、Hana

Krismawati(NIHRD,Indonesia)、阿戸学］

２． ミャンマー連邦共和国における M. lepromatosis の疫学

調査

もう一つのハンセン病起因菌 M. lepromatosis の疫学調査

をミャンマー国において進めている。同国の倫理審査通過後、

日本で確立したらい菌と M. lepromatosis の鑑別 PCR を同国
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の臨床サンプルを用い検討した結果、鑑別可能であることが

示された。新規患者の臨床サンプルの収集を進め、高頻度

にて検出される可能性が示された。今後鑑別 PCR 法により

M. lepromatosis の感染状況の検討を進める。

［向井徹、阿戸学、Khin SA (DMR, Myanmar) ］

３ . 組換え抗酸菌が生産するらい菌特異的糖脂質抗原

Phenolic glycolipid-I の解析

ハンセン病の血清診断にはらい菌特異的糖脂質抗原であ

る Phenolic glycolipid-I (PGL-I)が応用されているが、らい菌

が人工培養出来ないことなどの理由から、その供給には課題

がある。本研究ではらい菌の PGL-I 生合成遺伝子を他の抗

酸菌に導入し、組換えにより PGL-I を生産、取得することを

試みた。構築した組換え抗酸菌より糖脂質成分を分離し、遺

伝子導入により新たに生じた化合物群の MALDI-TOF MS

解析を実施した結果、その中の一つがらい菌由来の PGL-I

と同一の糖鎖構造を有することが判明した。この結果は、本

化合物がハンセン病の血清診断抗原として応用できる可能

性を持つことを示唆するものであった。

［宮本友司、前田百美、阿戸学］

４．Nested Multiplex PCR によるらいゲノム解析

らい菌 DNA を含み、ヒト DNA が多量に混在する臨床試料

から、らい菌ゲノム上の様々な領域の塩基配列情報を得るた

めに、Nested Multiplex PCR と次世代シーケンサーを組み合

わせた方法を開発した。これを用いて少菌型の 2 試料を含む

17 臨床試料を調べ、その薬剤耐性と遺伝子型別を決定した。

この方法を拡張し、潜在的な薬剤耐性関連領域、およびこれ

までのらい菌のゲノムシークエンスによってアミノ酸置換を伴

う多型が見られる部分についてプライマーを追加して解析を

行っている。

［中田登、森修一、阿戸学］

５．皮膚に病変を作る抗酸菌の温度感受性増殖のメカニズム

に関する研究

33℃を超える温度でほとんど増殖しない M. marinum 臨床

分離株から、35℃でよく増殖する変異株を分離した。親株で

あ る臨床分離株のゲ ノム全塩基配列を 決定し た結果、

6,624,057 塩基対からなっており、変異株との差異を解析した

結果、検出された塩基置換の多くは、PE-PGRS ファミリーに

属するタンパクや、機能不明のタンパクをコードする遺伝子

上にあったが、遺伝子発現制御に関わるタンパク、細胞分割

に関与するタンパクなど、菌の増殖に重要と考えられる因子

をコードする遺伝子上にも変異が見られた。

［中田登、阿戸学］

６. らい菌 DNA ジャイレースの温度感受性に関する研究

らい菌の DNA ジャイレースは温度感受性を示し、これがら

い菌の低体温部親和性増殖の一因となっていると考えられる

が、アミノ酸配列で 95%以上一致する M. haemophilum の

DNA ジャイレースは温度感受性を示さない。DNA ジャイレ

ースのサブユニット A と B の遺伝子の間で二つの菌のハイ

ブリッドを作製したところ、らい菌のサブユニット A を持つもの

が温度感受性をしめした。さらにサブユニット A の遺伝子

gyrA について二つの菌の配列をモザイク状に混合し解析し

た結果、らい菌 gyrA の一部の配列が温度感受性と関係して

いることが示唆された。

［中田登、阿戸学］

７．らい菌遺伝子検出法および精度管理法の確立

ハンセン病の診断においてらい菌遺伝子の検出は重要な

検査である。検出法さらに鑑別法として Real Time PCR, 

Nested PCR, LAMP 法を選択し、各手法および精度管理の

標準化を図る。各種方法の確立は、様々な検査環境にある

開発途上国において、状況に合致した検出法の技術移転に

貢献すると考えられる。

［向井徹、前田百美、宮本友司、阿戸学］

８．病原性抗酸菌 M. abscessus と M. massiliense および M. 

bolletii (M. abscessus complex, MABC）の分離･同定・薬剤

感受性に関する研究

肺 MABC 症は有効な抗菌薬がほとんどない難治性の非抗

酸菌症である。東アジア地域における肺 MABC 患者より分

離した菌株を使用し次世代シーケンサー(NGS)による菌株情

報に基づいたゲノム疫学研究を行った。その結果、日本・台

湾の MABC 臨床分離株では、欧米諸国の嚢胞性線維症患

者において主流であった MABC 系統のうちの一つが検出さ

れないことや、マクロライド感受性を示す erm(41) T28C 変異

をもった系統が主流であることが判明した。また、同一患者か

ら繰り返し単離される M. massiliense 臨床分子株のゲノム情

報を解析し、複数の患者で同一の菌に感染している可能性

を検出する手法の開発を行った。現在、同様の手法をもちい

て M. massiliense の院内感染事例の解析を展開中である。

また、MABC 臨床分離株 148 株について、ゲノム情報とマク

ロライド感受性データを解析した結果、新規のマクロライド耐

性変異の存在が示唆され、現在詳細な解析を行っている。

［吉田光範、深野華子、山本健太郎、宮本友司、金城武士

（琉球大）、長野宏昭 (沖縄中部病院)、森本耕三（複十字

病院）、藤原啓司（複十字病院）、小宮幸作（大分大学）、御

手洗聡（結核研究所）、周如文（台湾 CDC）、薛博仁（国立

台湾大）、長谷川直樹（慶應義塾大）、阿戸学、星野仁彦］
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９．肺結核症の新規診断法の開発

結核症はツベルクリン皮内反応などで診断されてきたが、

BCG 菌との交差反応などの問題点があった。最近は結核菌

特異的抗原を使用するクォンティフェロン(QFT)検査や T-

SPOT.TB などのインターフェロンガンマ放出アッセイ(IGRA)

が臨床の場に使用されているが、現在の IGRA は新規感染

と既感染を区別することはできない。そこで single cell RNA 

sequence の手法を用いて、活動性結核と潜在性結核の鑑別

ができないか解析を行っている最中である。

［星野仁彦、吉山崇（複十字病院）、永井英明（国立病院機

構東京病院）、山崎晶（大阪大）］

１０．潜在性肺結核症診断法の開発

結核菌は治療後も患者肺内に潜伏し細胞性免疫の減弱

と共に再活性化し活動性結核を再燃することがある。潜在性

結核症の活動性を評価する方法として、結核菌が潜伏期に

発現するとされるタンパク質を使用し、患者末梢血単核球を

用いたアッセイで潜在性結核の活動性を評価できないか検

討中である。

［星野仁彦、永井英明（国立病院機構東京病院）、吉山崇

（複十字病院）、山崎晶（大阪大）］

１１．同定不明抗酸菌の分離･同定・薬剤感受性に関する研

究

抗酸菌の迅速菌種同定法として MALDI-TOF MS による

同定手法が急速に普及している。BRUKER 社の MALDI 

Biotyper による抗酸菌同定用ライブラリーには、既知の約

200 種の抗酸菌のうち 182 菌種が収載されている。一方で、

質量分析法を用いても同定不能な抗酸菌種が一定数存在

することが示唆されてきた。微生物検査会社で１年間に実施

された非結核性抗酸菌同定結果では、6,210 株(50 菌種)の

うち 90 株(1.4%)が同定不明菌であった。それらのうち 44 株

について次世代シーケンサーを用いて同定した結果、M. 

avium complex 8 株、M. intergectum 2 株、M. paraense 3 株、

M. septicum 3 株、M. kansasii complex 2 株、M. gordonae

complex 9 株と判明し、未同定株が 17 株となった。更に、M. 

gordonae complex 9 株のうち 7 株は同一種であると判断され、

既に報告のある IWGMT-90018 株と 16SrRNA 遺伝子の配

列が合致した。これらは全て喀痰および気管支洗浄液から

分離されているため、臨床的意義のある菌種と判断し、新種

の非結核性抗酸菌として提唱する予定である。

［深野華子、鹿住祐子、阿戸学、坂上伸哉（株式会社エス・

アール・エル）、星野仁彦］

１２．C 型レクチン受容体等の自然免疫受容体と抗酸菌の相

互作用に関する研究

C 型レクチン受容体(CLR)は Toll 様受容体、Nod タンパク

質などと共に宿主の自然免疫を司る構造パターン認識受容

体の一つである。CLR には、抗酸菌免疫を増強する活性化

型受容体と免疫を減弱させる抑制型受容体があることが判

明した。抑制型受容体を発現した細胞株を使用して受容体

のアンタゴニストを探索する解析を開始した。治療薬開発に

結びつく可能性が考えられる。

［星野仁彦、深野華子、片野晴隆（感染病理部）、山崎晶

（大阪大）］

１３．非結核性抗酸菌感染小動物の非侵襲的モニタリング法

の開発

非結核性抗酸菌に対する新規治療薬開発には、動物モ

デルの構築が重要である。抗菌薬候補物質の小動物に対す

る効果判定に肺内細菌数を測定する場合は、サクリファイス

して CFU 数を計算することで評価しているのが現状である。

これは動物愛護の点からも、研究者の労力や研究費の点か

らも、正確性の点からも問題があると考えられる。そこで蛍

光・発光物質を組み込んだ抗酸菌を小動物へ感染させ、

IVIS (in vivo imaging system)と小動物用 CT スキャン装置で、

サクリファイスする事なく経過観察を行う系を構築中である。

［深野華子、山本健太郎、吉田光範、星野仁彦］

１４．留置カテーテルに形成されるバイオフィルムに起因した

全身播種性 NTM 症の治療法研究

一般的に NTM はマウス体内ではほとんど定着せず、時間

とともに排除されてしまい、このことが治療法研究を困難にし

ている。そこで、マウス体内に留置したカテーテルを原発巣と

することで NTM 感染が持続する系を構築した。カテーテル

周囲に形成された膿瘍を解析すると、壊死性の肉芽腫が確

認され、最深部にはセルロースを主体とするバイオフィルムが

形成されることが示された。

［山本健太郎、辻村祐佑、阿戸学］

Ⅳ．抗酸菌の病原性と薬剤耐性に関する研究

１．結核菌異物排出トランスポーターの構造と機能

これまでの研究により、結核菌RND型異物排出トランス

ポーターの１つであるMmpL5はMmpS5存在下で三量体を

形成し、ベダキリンやクロファジミンなどの結核治療薬を菌

体内から排出することで結核菌の潜在的な薬剤耐性能を

獲得することがわかった。そこで、MmpS5とMmpL5の直接

的な結合を解析するため、各タンパク質を安定的に発現す
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る系を構築した。これらのタンパク質を精製し、共沈させる

ことで両者の結合を確かめる実験を行っている。

[山本健太郎、川岸郁朗（法政大）、横山武司（東北大）、

阿戸学]

Ⅴ．ブルーリ潰瘍および近似疾患に関する研究

１．M. ulcerans および M. shinshuense の分子進化解析・比較

ゲノム解析・伝播感染経路推定

M. ulcerans によるブルーリ潰瘍は難治性の皮膚疾患であ

る。また日本のブルーリ潰瘍 （“M. ulcerans subsp. 

shinshuense” 感染症）症例を収集し、世界のブルーリ潰瘍

原因菌との比較ゲノム研究、近縁菌 M. marinum, M. 

pseudoshottsii などマイコラクトン産生抗酸菌との比較ゲノム

研究を展開中である。M. ulcerans subsp. shinshuense の分岐

年代や、系統特異的に保有している病原因子の存在が明ら

かになった。また、ブルーリ潰瘍の伝播感染経路を明らかに

する目的で、ブルーリ潰瘍の多発地域である西アフリカ・ガ

ーナ共和国と共同研究を開始し、ガーナ国内のブルーリ潰

瘍患者居住区周辺の水系環境調査を展開中である。。

[吉田光範、深野華子、宮本友司、西川洋平（早稲田大）、

野田尚宏（産業技術総合研究所）、藤原永年（帝塚山大）、

小椋義俊（久留米大）、林哲也（九州大）、竹山春子（早稲田

大）、鈴木敏彦（東京医科歯科大）、星野仁彦]

Ⅵ．ハンセン病の社会疫学に関する研究

１．ハンセン病疫学の歴史的研究

日本におけるハンセン病の流行とその終焉への過程は未

だ明らかではない。また、感染症対策としてのハンセン病政

策がハンセン病の流行と終焉にどのような役割を果たしたの

かも不明である。これらの事柄を明らかにするために、明治

期末に始まる感染症対策としての日本のハンセン病政策が

新規患者の減少にどのような影響を与えたのかを、日本と世

界のハンセン病医学の医学史的研究、日本のハンセン病療

養所の統計記録の解析、諸外国のハンセン病政策の研究、

諸外国のハンセン病療養所の統計記録の解析などから考証

している。

[森修一、阿戸学]

２．近代のハンセン病学術誌の研究

1897 年の「第一回国際らい会議」以降、世界ではハンセン

病患者の隔離が進展したが、その学術的な背景、意思決定

過程は未だ明らかではない。本研究では 1897 年の「第一回

国際らい会議」以降の国際ハンセン病学術誌（LEPRA 誌な

ど）、和文医学雑誌（レプラ（日本癩学会雑誌））などを研究し、

ハンセン病隔離政策の進展に医学がどのように関与したの

かを検証している。LEPRA 誌および日本癩学会誌、国際ら

い会議録記録の目録化・デジタル化（PDF）も終了し、「近現

代ハンセン病資料アーカイブス」（https://www.archhdjp.jp/）

に掲載し、本 HP をプラットホームとして共同研究者とのデー

タ共有を進め、研究を進展させている。並行して LEPRA 誌

の翻訳作業を行っている。

[森修一、阿戸学、廣野義幸（東京大）]

３．ハンセン病近現代資料データベースの作成

  ハンセン病の隔離政策は 19 世紀後半から 20 世紀にか

けて公衆衛生政策として世界中で行われた。また、20 世紀

半ばからは隔離から開放医療への移行が WHO 主導により

行われたが、日本や米国では隔離政策が継続された。しか

し、世界および日本におけるこれらのダイナミズムは未だ明ら

かでない。これまでの一般的研究は社会科学を主としたもの

であるが、非常に概念的な研究が多く、その実態は見えな

い。医学、公衆衛生政策、ハンセン病療養所 OB などの資

料を中心に研究を行うと共に、収集した資料をデータベース

化して公開し、ハンセン病隔離政策の進展と維持の要因を

広く検証する事に寄与することを目的として、国立感染症研

究所内に「国立感染症研究所ハンセン病資料デジタルアー

カイブス」（内部データベース）の作成を継続した。また、「近

現代ハンセン病資料アーカイブス」

（https://www.archhdjp.jp/）に「第 1 回日本癩学会発表論文

集」、「第 2 回日本癩学会発表論文集」、「光田健輔論文集

（全 5 巻）」、「珠を掘りつつ」、「東南アジアのらいを訪ねて

（内田 守）」、その他、200 点を追加公開した。また、大島青

松園資料のデジタル目録を完成し（約 600 点）、資料のデジ

タル化、データベース化を進めた。療養所の内部の様相を

知る資料として『甲田の裾』（松丘保養園機関誌 1931-2019

年）のデジタルを完了し、HP への公開（「甲田の裾電子図書

室」）を行った。（https://www.archhdjp.jp/koudanosuso/）。国

立療養所松丘保養園関連のハンセン病資料のデジタル化も

進展し、入所者日記「菊池日記 62 年分」のデジタル化を終

了し、デジタルデータベースを作成した。元松丘保養園園長

の資料である「荒川 巌デジタルアーカイブス」800 点の公開

を行った。

[森修一、阿戸学、廣野義幸（東京大）、川西健登（元国立

療養所松丘保養園）、横山慎（国立療養所松丘保養園）、尾

崎元昭（国立療養所長島愛生園）、野上玲子（国立療養所

菊池恵楓園）、熊野公子（兵庫県立がんセンター）]

４．日本におけるハンセン病開放医療に関する研究

日本のハンセン病隔離政策は 1907 年-1996 年の 89 年間

にわたり継続されたが、戦前・戦後を通じ開放医療を目指す
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動きも活発であった。本研究では昭和 20 年代よりプロミン治

療を中心として進展する開放医療の実態をハンセン病療養

所 OB(医師、看護師、事務官)、厚生省 OB、社会復帰者（退

所者）、入所者への調査から明らかにすると共に、戦後の療

養所の実態の再検証を進め、療養所の役割を再考し、その

維持の要因を検討した。また、日本の隔離政策を世界の開

放医療（台湾、韓国、インド、香港、沖縄など）との比較研究

から検証している。今年度は沖縄でのハンセン病医療援助

の実態を明らかにし、戦後のハンセン病対策を検証した。

[森修一、阿戸学、尾崎元昭(国立療養所長島愛生園)、

廣野義幸（東京大）]
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